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思い出に残る稲武野外学習に向けて 

 春らしい暖かな日差しが降り注ぎ、新緑がまぶしく感じられるようになりました。 

 そんな中、ゴールデンウイークが終わり、学校生活が始まりました。新しい学年やクラスに慣れてきたことは嬉しいこ

とですが、生活のリズムが整わず、暗い表情をしている生徒がいる様子を見ていると、不安な気持ちにもなります。ま

ずは、「授業をしっかり受ける」「忘れ物をしない」「身だしなみを整える」など、当たり前のことを疎かにしないように、

生活を見守っていきます。 

 また、稲武野外学習の実行委員会の活動が、本格的にスタートしました。「生徒主体の稲武」を実現させ、２日間を

最大限に楽しめるよう、生徒自身が今一度生活を見直し、ルールを再確認してくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆4.21(金)授業参観☆ 

 授業参観では、多くの保護者の方にご

参加いただき、大変嬉しく思っていま

す。保護者の方と話をする家での「顔」

を目の当たりにし、新鮮な気持ちになり

ました。保護者の方におかれまして、学

校で友人と触れ合う「顔」、授業を受ける

「顔」を見せるお子様の姿をご覧いただ

き、いかがだったでしょうか。ご家庭で

も、授業参観を機に、会話に花が咲く一

助になれば幸いに思います。 

☆4.28(金)第 1回学年レク☆ 

 ４月２８日（金）に２年生最初の学年レクリエーションを行いました。

前期の委員長が中心となって運営し、学年全員で楽しむことができま

した。 

今回の学年レクでは、「WNC＝ワールド長縄カップ」と称し、長縄の

一斉跳びを行いました。全体の動きがスムーズだったので、練習時間

を余分にとることができました。本番では、連続の１４回の２組が優勝

しました。 

６月に迫る稲武野外学習に向けて、委員長の動きも、緑学年全体の

動きも、ますますよくなってきています。「生徒主体の稲武」の実現に

向けて、より集団行動の質を高めていってほしいです。 



 

 

 

 

 

 

 

２０１ 

 １年生での生活が終わり、２年生になったという実感がわいてきませんでした。あっという間に１年生が

終わってしまい、２年生になっても問題なく過ごせるかなど心配でいっぱいでした。でも、昨年度のレクな

どで学年全員で集まったときのことを思い出しました。みんなが一丸となって協力をしたり、応援したりし

ている様子です。このことを思い出した僕は、これなら新しい２年生のクラスでも心配はいらないな、と、

安心することができました。しかし、同時に、この１年生の状態のままで満足をしていてはいけないな、

と、思いました。だから、これからは、新しいメンバーと共に、体育大会や合唱コンクールなどの行事を盛

り上げ、仲を深め合い、自分が３年生になったときに、この２年生の時期を思い出せるような一年にしてい

きたいと思います。 
２０２ 

 １年生もあっという間。気付いたら２年生になっていました。今年の目標は、ずばり、「１年生を超える」

です。では、そのためにどうすればよいのか、考えていました。まずは、勉強です。２年生になると、色々な

科目が複雑化していきますが、その中でも一番の壁は、理科だと思います。元素記号や化学反応式を覚えるこ

とができるといいと思います。次は、部活動です。２年生になり、１年生も入ってくることから、本格的に中

心として動いていくことになります。なので、後輩にしっかりと教えていきたいです。そして、最後はやはり

稲武野外学習でしょう。１年生でも校外学習を行いましたが、今回は違います。生徒が中心となってスムーズ

に物事が進められるよう、全力を尽くしたいです。 
２０３ 

2 年生になり、新しいクラスに変わりました。友達とも離れてしまいました。まだ一回も話をしたことがな

い人たちばかりで、クラスの居心地がよくないなと感じています。それはよくないと思い、生活委員になりま

した。生活委員の主な仕事は、元気よくあいさつをするということです。まず、私が生活委員として元気よく

あいさつをしてクラスの人たちがだんだんとあいさつをし、クラスの居心地がよくなるということが私の理

想です。その状態で稲武野外学習に行けると、とても楽しいと思います。私は稲武の実行委員にはなりません

でしたが、その分、しおりの表紙絵を一生懸命に頑張りました。また、スローガンもみんなが盛り上がるよう

なものを作れたかなと思いました。クラスが変わり、友達とも離れてしまったけれど、新しい友達を作ったり

して楽しむことができればいいのではないかと思います。新しい仲間とともに、稲武に行くのがとても楽し

みです。 
２０４ 

単刀直入にいうと、楽しさで胸がいっぱいです。授業の内容が１年生よりも難しくなったり、色々なところ

が厳しくなったりもしますが、全てが楽しみでなりません。新しいクラスになって、今まで会ったこともない

子と会話ができたり、友達だった子ともっと仲良くなったりして、とても嬉しいです。あと 2 ヶ月ほど先の

稲武では、先生ではなく、生徒が稲武キャップとして先頭に立ち、イベントを盛り上げることになっていま

す。私は稲武キャップを希望しました。楽しむ側も良いけれど、盛り上げて楽しませる側になっても楽しそう

だと思ったからです。稲武のように、クラスメイトで学校外へ出かける行事は、家族とでは味わえないことだ

らけで、私たちにとてもいい経験になるだろうと思っています。そのために、２年４組の仲間たちと、楽し

く、メリハリをつけて、元気に過ごそうと思います！ 
２０５ 

ついに僕も２年生になることができました。１年生は、初めての中学校生活で、とても緊張していました

が、一年間で、沢山の物事を学び、とても慣れてきました。２年生の目玉は、なんといっても稲武野外学習で

す。僕たちは、新型コロナウイルスの影響で、中津川の野外学習が中止となってしまいました。なので、今年

こそは、友達と楽しく学ぶことができる、最高の稲武にしたいです。そのために、まずはクラスに慣れ、新し

い友達を増やしたいです。そして、１年生ではできなかった、「責任のある行動」をとることです。２年生に

なると、リーダーシップをもって行動することが多くなります。ぼくは、自分がもし失敗したらどうしようと

いう不安から、委員会などもやることがありませんでした。今年こと勇気を出して立候補することが目標で

す！ 


